
新
し
い
時
代
を

心
ゆ
た
か
に

た
く
ま
し
く
生
き
る

子
ど
も
の
育
成

[

め
ざ
す
児
童
像]

・
よ
く
考
え
進
ん
で
学
ぶ
子

・
自
分
も
人
も
大
切
に
す
る
子

・
最
後
ま
で
頑
張
る
子

・
心
も
体
も
健
康
で
明
る
い
子

[

め
ざ
す
学
校
像]

・
豊
か
な
心
と
確
か
な
学
力
を

育
む
学
校

・
保
護
者
や
地
域
に
信
頼
さ
れ

る
魅
力
あ
る
学
校

・
安
全
、
安
心
な
学
校
（
防
災
・

安
全
教
育
の
推
進
に
努
め
る
。

子
ど
も
の
安
全
安
心
を
最
大
限

に
配
慮
し
た
教
育
の
推
進
に
努

め
る
）

多
い
時
の
児
童
数
は
、
八
〇

〇
人
を
越
え
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
四
分
の
一
ま
で
に
減
少

し
て
い
ま
す
。
教
職
員
は
二
十

人
で
す
。

[

校
舎]

北
棟
：
十
九
室
、
南

棟
：
二
十
室
。

[

体
育
館]

八
百
十
一
平
方
メ
ー

ト
ル
。

[
プ
ー
ル]

二
十
五
メ
ー
ト
ル

七
コ
ー
ス
。

[

グ
ラ
ン
ド]
二
百
メ
ー
ト
ル

ト
ラ
ッ
ク
。

[

そ
の
他]

非
常
用
井
戸
、
非

常
用
発
電
機

保
護
者
の
み
な
ら
ず
地
域
の

方
の
参
観
も
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
短
い
時
間
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。
来
校
の
際
は
、
玄

関
か
ら
入
り
来
校
者
名
簿
に
氏

名
を
記
載
し
、
職
員
室
に
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
。

北
側
校
舎
の
三
階
に
「
防
災

教
室
」
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
方
々

の
ご
協
力
で
作
り
ま
し
た
。
非

常
災
害
時
に
役
立
つ
テ
ン
ト
や

ト
イ
レ
の
作
り
方
、
ロ
ー
プ
ワ
ー

ク
や
南
小
校
区
の
防
災
マ
ッ
プ

等
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
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"コミュニケーションの場”

地域に信頼される

魅力ある南小！

有
秋
南
小
学
校
の

教
育
目
標

児
童
・
教
職
員
！

校
舎
等
施
設
！

南
小
安
心
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
有
秋
南
小
学
校
と
地
域
の
交
流
を
深
め
、
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
を
見
守
り
支
え
る
活
動
を
通
し
て
、
安
全
安
心
な
福
祉
の
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
五
月
の
運
動
会
を
手
始
め
に
学
習
参
観
、
ま
ち
探
検
、
防
犯
訓
練
、
防
災
教
室
整
備
、
合
同

防
災
訓
練
等
に
参
加
・
協
働
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
絆
を
一
層
広
げ
深
め
る
た
め
、
地
域
と
学
校
の

連
携
に
積
極
的
に
ご
尽
力
頂
い
て
い
る
斉
藤
校
長
先
生
に
学
校
紹
介
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

男子 女子 合計

１学年 24 9 33

２学年 26 19 45

３学年 13 12 25

４学年 12 23 35

５学年 19 19 38

６学年 17 18 35

合計 111 100 211

学
習
参
観
！

常
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

防
災
教
室
！

参
観
を
し
ま
せ
ん
か

南
っ
子
た
ち
は
、
こ
こ
に

紹
介
さ
れ
た
よ
う
に
、
地
域
を

大
切
に
す
る
先
生
方
の
指
導
の

も
と
で
す
く
す
く
と
成
長
し
て

い
ま
す
。
最
近
、
特
に
感
じ
る

こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
が
非
常

に
よ
く
挨
拶
を
交
わ
し
て
く
れ

る
こ
と
で
す
。
元
気
な
声
を
貰

う
と
本
当
に
嬉
し
く
な
り
、
足

ど
り
も
軽
く
な
り
ま
す
。

二
十
年
位
前
ま
で
は
、
子
ど

も
の
遊
び
声
を
聞
い
て
自
分
も

安
堵
し
た
も
の
で
す
が
、
今
で

は
近
所
の
子
ど
も
た
ち
の
声
も

ほ
と
ん
ど
無
く
寂
し
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

笑
顔
や
「
お
は
よ
う
」
、

「
今
日
は
」
、
「
お
帰
り
」
の

挨
拶
交
換
で
も
、
学
校
イ
ベ
ン

ト
へ
の
立
寄
り
で
も
い
い
。
子

ど
も
た
ち
と
の
「
か
か
わ
り
」

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
元
気
な

街
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
み
な

さ
ま
方
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。



地
震
災
害
を
想
定
し
た
市
原

市
総
合
防
災
訓
練
が
、
９
月
２

日
（
日
）
南
小
学
校
に
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
こ
れ
ま

で
と
違
い
学
校
区

毎
に
実
施
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
南

小
校
区
会
場
で
は
、

地
域
と
小
学
校
が

協
力
し
て
防
災
訓

練
と
防
災
学
習
を

行
い
ま
し
た
。
お

か
げ
で
私
た
ち
は
、

子
ど
も
た
ち
を
見

守
り
な
が
ら
、
先

生
方
や
保
護
者
と

の
連
携
を
深
め
、

い
ざ
と
云
っ
た
時
の
共
助
の
在

り
方
に
つ
い
て
多
く
の
知
見
を

得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
。

１
．
基
本
訓
練
（
全
地
区
で
実

施
す
る
訓
練
）
①
避
難
時
初

期
行
動
訓
練
、
②
避
難
誘
導
訓

練２
．
地
区
選
択
訓
練
（
基
礎
訓

練
に
加
え
て
、
各
地
区
が
行

う
訓
練
）

①
南
小
児
童
避
難

訓
練

②
煙
道
体
験
訓
練

③

初
期
消
火
訓
練

④
南
小
児
童

下
校
訓
練

１
．
ポ
ン
プ
操
法
見
学
（
第
８

分
団
）

２
．
児
童
の
防
災
学
習
（
防
災

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
）

３
．
学
校
現
地
対
策
本
部
立
上

訓
練
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

４
．
防
災
教
室
の
見
学
・
学
習

地
域
・

３
５
７
人
、
児
童
・
２
１
８
人
、

消
防
団
・
４
０
人
、
市
役
所

他
・
６
人

合
計
・
６
２
１
人

（
参
考
）

＊
西
小
校
区
・
１
４
９
人
、

＊
東
小
校
区
・
９
３
人
、
＊
有

秋
中
校
区
・
４
９
人

１
．
計
画
・
運
営
に
つ
い
て

五
月
か
ら
行
政
に
対
し
、
我
々

の
計
画
を
説
明
し
お
願
い
し
て

き
ま
し
た
が
、
町
会
へ
の
説
明

等
ス
ム
ー
ズ
で
な
い
こ
と
が
多
々

あ
っ
た
。

２
．
地
域
住
民
と
児
童
の
共
同

訓
練
に
つ
い
て

①
同
一
環

境
下
で
一
緒
に
訓
練
・
学
習
が

出
来
た
こ
と
は
、
お
互
い
が
夫
々

を
認
識
し
合
う
絶
好
の
チ
ャ
ン

ス
で
非
常
に
有
意
義
で
あ
っ
た
。

先
生
方
か
ら
も
好
評
を
頂
い
た

②
地
域
の
方
々
の
校
舎
内
見
学

や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
の
学
習
等
、
学

校
に
対
す
る
親
近
感
が
醸
成
出

来
た

③
地
域
の
方
々
に
と
っ

て
地
区
選
択
訓
練
（
煙
道
体
験
、

初
期
消
火
）
に
つ
い
て
は
、
物

足
り
な
さ
が
あ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。
検
討
が
必
要
。

３
．
現
地
対
策
本
部
の
立
上
に

関
し
て

①
現
地
対
策
本
部

に
関
わ
る
た
め
学
校
に
直
行
で

き
る
人
数
が
少
な
い
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
増
員
す
る
等
の
対
応

を
要
す
る

②
次
の
段
階
と
し

て
、
地
域
住
民
に
よ
る
対
策
本

部
へ
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
す
る
た

め
の
検
討
が
必
要
。

４
．
天
羽
田
・
深
城
な
ど
遠
方

か
ら
の
避
難
は
大
変
で
あ
る
が
、

地
元
住
民
の
共
助
力
は
強
い
。

５
．
避
難
者
の
多
い
一
時
避
難

所
で
は
人
数
が
多
く
混
雑
し
て
、

連
絡
・
確
認
に
手
間
取
っ
て
い

た
。
班
毎
ま
た
は
区
毎
の
集
合

場
所
を
具
体
的
に
決
め
て
お
く

必
要
が
あ
る
。

６
．
学
校
反
省
会
よ
り

①
防

災
無
線
・
防
災
ラ
ジ
オ
が
聞
き

難
い
。
②
け
が
人
に
対
す
る
車

イ
ス
は
１
台
で
良
い
か

③
避

難
時
の
雨
天
・
暑
さ
・
寒
さ
対

策
も
考
え
て
お
く
こ
と

④
登

下
校
時
の
避
難
場
所
を
決
め
て

お
く
必
要
あ
り
。
ま
た
、
学
校

留
置
き
を
的
確
に
判
断
し
、
保

護
者
と
の
連
絡
を
密
に
す
る

⑤
想
定
外
の
事
態
が
起
こ
る
の

で
訓
練
・
学
習
を
積
み
重
ね
る

こ
と
が
必
要
。
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山
中
伸
弥
京
都
大
学
教
授

に
、
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医

学
賞
が
贈
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

授
賞
理
由
の
「
体
細
胞
初

期
化
」
技
術
は
、
病
気
や
ケ

ガ
で
傷
ん
だ
臓
器
や
組
織
に
、

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
で
作
っ
た
真
新

し
い
細
胞
を
移
植
す
る
「
再

生
医
療
」
分
野
な
ど
、
将
来

の
医
療
を
一
新
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
人
々

が
、
一
日
も
早
い
実
用
化
を

待
っ
て
い
ま
す
。
一
層
の
ご

活
躍
を
切
に
お
願
い
し
た
い

も
の
で
す
。

良
い
ニ
ュ
ー
ス
の
少
な
い

今
日
こ
の
頃
、
こ
の
栄
誉
を

称
え
、
輝
く
日
本
を
共
に
喜

び
た
い
と
思
い
ま
す
。

災害に備える
学校と地域///保護者・先生・地域

学
習
し
ま
し
た

訓
練
し
ま
し
た

参

加

者

振
返
る
・
・
反
省

多
数
の
方
々
の
ご
参
加

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

訓
練
結
果
に
つ
い
て
は
各

団
体
組
織
で
既
に
検
討
済

み
と
思
い
ま
す
が
、
こ
こ

で
は
主
に
、
地
域
と
学
校

が
共
同
し
て
実
施
し
た
こ

と
の
意
義
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
た
。
次
に
繋
げ

る
た
め
、
皆
様
方
の
ご
意

見
や
ご
提
案
を
「
南
小
校

区
安
心
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。


